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(54)【発明の名称】 画像表示装置および表示駆動方法

(57)【要約】
【課題】  アクティブマトリクス方式の液晶表示装置１
１において、ライン反転駆動やフレーム反転駆動などの
ために対向交流駆動を行うにあたって、データ信号線駆
動回路ＳＤの電源電圧を低くし、消費電力を削減する。
【解決手段】  走査信号線Ｇの非選択期間には、データ
信号線駆動回路ＳＤからの出力がハイインピーダンスと
なってフローティング状態となっていたデータ信号線Ｓ
の電位を、対向電極の電位を変化させる前に、電位保持
回路１０によって保持固定する。したがって、対向電極
の電位を変化させる際に、データ信号線Ｓと対向電極と
の容量結合によって該データ信号線Ｓの電位が不所望に
大きな電位に変化してしまうようなことはなく、該デー
タ信号線Ｓの電位が比較的低い電位で表示すべき階調に
対応した電荷を画素容量に注入することができる。これ
によってデータ信号線駆動回路ＳＤの電源電圧を低く
し、消費電力を削減することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】相互に交差する複数の走査信号線およびデ
ータ信号線によって区画された各領域に電気光学素子な
らびにそれに対を成すアクティブ素子および画素電極を
備え、前記アクティブ素子によって前記画素電極と対向
電極との間に形成される画素容量に取込まれた電荷によ
って電気光学素子を表示駆動するようにした画像表示装
置において、
前記対向電極の電位を変化させる前に、前記データ信号
線の電位を保持固定する電位保持手段を含むことを特徴
とする画像表示装置。
【請求項２】前記電位保持手段によって保持固定される
データ信号線の電位は、対向電極の電位と同電位である
ことを特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】相互に交差する複数の走査信号線およびデ
ータ信号線によって区画された各領域に電気光学素子な
らびにそれに対を成すアクティブ素子および画素電極を
備え、前記アクティブ素子によって前記画素電極と対向
電極との間に形成される画素容量に取込まれた電荷によ
って電気光学素子を表示駆動するようにした画像表示装
置において、
前記対向電極の電位を変化させるにあたって、前記デー
タ信号線の電位を対向電極の電位と同電位に保持し、こ
れらの対向電極とデータ信号線との間の電荷を除去する
電位保持手段を含むことを特徴とする画像表示装置。
【請求項４】前記データ信号線に映像信号を出力するデ
ータ信号線駆動回路として、２値のデータ信号線駆動回
路を用い、前記電位保持手段を該データ信号線駆動回路
で兼用することを特徴とする請求項１～３の何れかに記
載の画像表示装置。
【請求項５】データ信号線駆動回路、走査信号線駆動回
路およびアクティブ素子は多結晶シリコン薄膜トランジ
スタから成り、それらが同一の基板に形成されることを
特徴とする請求項１～４の何れかに記載の画像表示装
置。
【請求項６】前記データ信号線駆動回路、走査信号線駆
動回路および各画素回路のアクティブ素子は、６００℃
以下のプロセス温度で製造されることを特徴とする請求
項１～５の何れかに記載の画像表示装置。
【請求項７】相互に交差する複数の走査信号線およびデ
ータ信号線によって区画された各領域に電気光学素子な
らびにそれに対を成すアクティブ素子および画素電極を
備え、前記アクティブ素子によって前記画素電極と対向
電極との間に形成される画素容量に取込まれた電荷によ
って電気光学素子を表示駆動するようにした表示駆動方
法において、
前記対向電極の電位を変化させる前に、前記データ信号
線の電位を保持固定することを特徴とする表示駆動方
法。
【請求項８】前記保持固定されるデータ信号線の電位
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は、対向電極の電位と同電位であることを特徴とする請
求項７記載の表示駆動方法。
【請求項９】相互に交差する複数の走査信号線およびデ
ータ信号線によって区画された各領域に電気光学素子な
らびにそれに対を成すアクティブ素子および画素電極を
備え、前記アクティブ素子によって前記画素電極と対向
電極との間に形成される画素容量に取込まれた電荷によ
って電気光学素子を表示駆動するようにした表示駆動方
法において、
前記対向電極の電位を変化させるにあたって、前記デー
タ信号線の電位を対向電極の電位と同電位に保持し、こ
れらの対向電極とデータ信号線との間の電荷を除去する
ことを特徴とする表示駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置など
として好適に実施され、相互に交差する複数の走査信号
線およびデータ信号線によって区画された各領域に電気
光学素子ならびにそれに対を成すアクティブ素子および
画素容量を備えるアクティブマトリクス方式の画像表示
装置およびその駆動方法に関し、特に対向交流駆動のた
めに前記画素容量を形成する対向電極の電位を変化させ
るものに関する。
【０００２】
【従来の技術】図７は、前記アクティブマトリクス方式
の典型的な従来技術の画像表示装置である液晶表示装置
１の電気的構成を示すブロック図である。この液晶表示
装置１は、大略的に、表示部２と、走査信号線駆動回路
ｇｄと、データ信号線駆動回路ｓｄと、制御信号発生回
路ｃｔｌとを備えて構成されている。表示部２では、前
述のように、相互に交差する複数の走査信号線ｇ１，ｇ
２，…，ｇｍ（総称するときには、以下参照符ｇで示
す）およびデータ信号線ｓ１，ｓ２，…，ｓｎ（総称す
るときには、以下参照符ｓで示す）によってマトリクス
状に区画された各領域に、画素ＰＩＸが配置される。
【０００３】前記各画素ＰＩＸは、図８で示されるよう
に、アクティブ素子ＳＷおよび画素容量Ｃｐを備えて構
成される。前記走査信号線ｇが選択走査されると、アク
ティブ素子ＳＷはデータ信号線ｓの映像信号ＤＡＴを前
記画素容量Ｃｐに取込み、非選択期間にもその映像信号
ＤＡＴを保持して継続して表示を行う。前記画素容量Ｃ
ｐは、液晶容量ＣＬと、補助容量Ｃｓとによって形成さ
れている。
【０００４】前記データ信号線駆動回路ｓｄは、シフト
レジスタ３およびサンプリング回路４から構成され、シ
フトレジスタ３が前記制御信号発生回路ｃｔｌからのク
ロック信号ＣＫＳ、その反転信号ＣＫＳＢおよびデータ
走査スタート信号ＳＰＳ等のタイミング信号に同期し
て、サンプリング回路４のアナログスイッチに入力され
た映像信号ＤＡＴをサンプリングさせ、必要に応じて各
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データ信号線ｓに書込む働きをする。
【０００５】前記走査信号線駆動回路ｇｄは、シフトレ
ジスタ５から成り、前記制御信号発生回路ｃｔｌからの
クロック信号ＣＫＧ、走査スタート信号ＳＰＧ等のタイ
ミング信号に同期して、各走査信号線ｇを順次選択走査
し、画素ＰＩＸ内にあるアクティブ素子ＳＷのＯＮ／Ｏ
ＦＦを制御することによって、各データ信号線ｓに書込
まれた映像信号ＤＡＴを前述のように各画素ＰＩＸに書
込み、各画素ＰＩＸ内の画素容量Ｃｐに保持させる。以
上のような動作を繰返し行うことによって、表示部２に
画像を表示することができる。
【０００６】図９は、上述のように構成される液晶表示
装置１の駆動波形の一例を示す波形図である。この駆動
例では、水平ライン反転方式の駆動方法を採用してい
る。先ず、前記制御信号発生回路ｃｔｌから、データ信
号線駆動回路ｓｄへ、クロック信号ＣＫＳ，ＣＫＳＢお
よびデータ走査スタート信号ＳＰＳに同期して映像信号
ＤＡＴが入力される。この例では、奇数番目の走査信号
線ｇ１，ｇ３，…の画素には正極性の映像信号が、偶数
番目の走査信号線ｇ２，ｇ４，…の画素には負極性の映
像信号が書込まれている。また、対向交流駆動されてい
るので、前記映像信号ＤＡＴには対向電極の電位Ｖｃｏ
ｍに応じたオフセット電位が含まれている。
【０００７】ここで、データ信号線駆動回路ｓｄについ
て詳細に述べる。図１０は、データ信号線駆動回路ｓｄ
の一構成例を示すブロック図である。この図１０におい
て、ＦＦとはフリップフロップを示しており、この多段
に縦続接続されたＦＦによって前記シフトレジスタ３が
構成されている。サンプリング回路４では、相互に隣接
する前記各ＦＦ間の出力をＮＡＮＤゲートａ１～ａｎに
おいて否定論理積を求めてサンプリング信号ｓｍｐｌ～
ｓｍｐｎを生成し、それに応じてインバータｉｎｖ１～
ｉｎｖｎおよびアナログスイッチａｓｗ１～ａｓｗｎを
作用させ、正負両極性の前記映像信号ＤＡＴをデータ信
号線ｓ１～ｓｎにそれぞれ供給するようになっている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】図１１は、上述のよう
に構成される液晶表示装置１の動作をさらに詳しく説明
するためのタイミングチャートである。前述のように、
クロック信号ＣＫＳ，ＣＫＳＢおよびデータ走査スター
ト信号ＳＰＳに応答して、ＦＦおよびＮＡＮＤゲートａ
１～ａｎは、各データ信号線ｓ１，ｓ２，…に順に対応
したサンプリング信号ｓｍｐｌ～ｓｍｐｎを生成し、該
サンプリング信号ｓｍｐｌ～ｓｍｐｎによって、正負両
極性に対応したアナログスイッチａｓｗ１～ａｓｗｎ
は、対向交流駆動を実現する映像信号ＤＡＴを各データ
信号線ｓ１，ｓ２，…に順に供給してゆく。図１１で
は、前記対向交流駆動を実現する対向電極の電位Ｖｃｏ
ｍを破線で示している。 *
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*【０００９】ここで、ｉ本目のデータ信号線ｓｉに着目
してみる。先ず、時刻ｔ１でサンプリング信号ｓｍｐｉ
がハイレベルとなると、アナログスイッチａｓｗｉがＯ
Ｎし、データ信号線ｓｉに正極性の映像信号ＤＡＴの電
位Ｖｄａｔａｐの充電が開始される。略同じタイミング
で、走査信号線ｇｊがＯＮになると、ｊ行ｉ列目の画素
の画素容量Ｃｐに、この映像信号ＤＡＴの電位Ｖｄａｔ
ａｐの充電が開始される。走査信号線ｇｊがＯＦＦする
と、前記画素容量Ｃｐへの充電は終了する。前記サンプ
リング信号ｓｍｐｉがローレベルとなると、アナログス
イッチａｓｗｉはＯＦＦし、データ信号線ｓｉはフロー
ティング状態となって前記データ信号線ｓｉの充電は終
了する。
【００１０】時刻ｔ２でデータ走査スタート信号ＳＰＳ
が入力されて次の水平走査周期が開始されるときには、
前記対向交流駆動のために、対向電極の電位Ｖｃｏｍが
ローレベルからハイレベルに変化する。このとき、前記
データ信号線ｓｉは電気的にはフローティング状態にあ
るので、該データ信号線ｓｉと対向電極との容量結合に
よって、その対向電極の電位Ｖｃｏｍの変化に追従し、
前記正極性の映像信号ＤＡＴの電位Ｖｄａｔａｐと対向
電極の電位Ｖｃｏｍとの和の値まで、これらの電位を上
昇させることになる。
【００１１】同様に、時刻ｔ３で負極性の映像信号ＤＡ
Ｔの電位Ｖｄａｔａｎが与えられ、時刻ｔ４で次の水平
走査周期が開始されると、対向電極の電位Ｖｃｏｍがハ
イレベルからローレベルに変化するのに追従して、電位
Ｖｄａｔａｎと電位Ｖｃｏｍとの和の値まで、電位が低
下することになる。したがって、データ信号線駆動回路
ｓｄの電源のＧＮＤから見て、Ｖｄａｔａｐ＋Ｖｃｏ
ｍ、Ｖｄａｔａｎ－Ｖｃｏｍの電位変動がデータ信号線
ｓｉに生じることになる。
【００１２】ここで、たとえばＶｄａｔａｐ＝７Ｖ、Ｖ
ｄａｔａｎ＝２Ｖ、Ｖｃｏｍの振幅を５Ｖとすると、時
刻ｔ２ではデータ信号線ｓｉの電位は１２Ｖとなり、時
刻ｔ４では－３Ｖとなる。したがって、この場合には、
データ信号線駆動回路ｓｄの電源電位は、ＶＤＤ＝１２
Ｖ以上、ＶＳＳ＝－３Ｖ以下にしなければならない。も
し、電源電位ＶＤＤが上記より低かったり、電源電位Ｖ
ＳＳが高かったりした場合、データ信号線ｓｉに接続さ
れているアナログスイッチａｓｗｉのゲートを駆動して
いるサンプリング信号ｓｍｐｉよりもデータ信号線ｓｉ
の電位の方が高くなり、データ信号線駆動回路ｓｄの動
作に影響を及ぼす場合がある。
【００１３】一方、近年では、液晶表示装置に対する低
消費電力化が非常に強く求められている。ここで、消費
電力Ｐは、内部容量をｃ、駆動周波数をｆ、電源電圧を
Ｖとすると、

    Ｐ＝ｃｆＶ2                                                 …（１
）
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5
で表される。
【００１４】したがって、消費電力Ｐには電源電圧Ｖが
２乗の積で影響するので、前記駆動周波数ｆを低下させ
る試みも行われているけれども、前記低消費電力化を実
現するためには、該電源電圧Ｖを低くすることの方が大
きく貢献できることが理解される。しかしながら、前述
のように、交流駆動を用いる場合、対向電極の電位Ｖｃ
ｏｍの変化によるデータ信号線ｓの電位変動に対応する
ために、データ信号線駆動回路ｓｄの電源電圧は充分に
高くする必要があり、消費電力が多くなってしまうとい
う問題がある。
【００１５】本発明の目的は、データ信号線駆動回路の
電源電圧を低くし、消費電力を削減することができる画
像表示装置および表示駆動方法を提供することである。
【００１６】
【課題を解決するための手段】本発明の画像表示装置
は、相互に交差する複数の走査信号線およびデータ信号
線によって区画された各領域に電気光学素子ならびにそ
れに対を成すアクティブ素子および画素電極を備え、前
記アクティブ素子によって前記画素電極と対向電極との
間に形成される画素容量に取込まれた電荷によって電気
光学素子を表示駆動するようにした画像表示装置におい
て、前記対向電極の電位を変化させる前に、前記データ
信号線の電位を保持固定する電位保持手段を含むことを
特徴とする。
【００１７】上記の構成によれば、相互に交差する複数
の走査信号線およびデータ信号線の交点にアクティブ素
子が設けられ、走査信号線の選択走査によって該アクテ
ィブ素子がデータ信号線の映像信号を画素容量に取込
み、その取込まれた電荷によって電気光学素子を表示駆
動することで、非選択期間にも表示を維持するようにし
たアクティブマトリクス方式の画像表示装置において、
対向交流駆動を行うにあたって、非選択期間にはデータ
信号線駆動回路からの出力がハイインピーダンスとなっ
てフローティング状態となっていたデータ信号線の電位
を、前記対向電極の電位を変化させる前に、電位保持手
段によって保持固定し、その状態で対向電極の電位を変
化させる。次のフレームとなって走査信号線の選択走査
が開始される際には、前記電位保持手段はハイインピー
ダンスとなってデータ信号線はフローティング状態とな
っている。
【００１８】したがって、ライン反転駆動やフレーム反
転駆動などのために対向電極の電位を変化させる際に、
データ信号線と対向電極との容量結合によって、データ
信号線の電位が不所望に大きな電位に変化してしまうよ
うなことはない。これによって、データ信号線の電位が
比較的低い電位で表示すべき階調に対応した電荷を前記
画素容量に注入することができ、データ信号線駆動回路
の電源電圧を低くし、消費電力を削減することができ
る。
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【００１９】また、本発明の画像表示装置では、前記電
位保持手段によって保持固定されるデータ信号線の電位
は、対向電極の電位と同電位であることを特徴とする。
【００２０】上記の構成によれば、対向電極の電位を変
化させる前にデータ信号線を保持固定しておく電位を、
対向電極の電位と同電位とすることで、対向電極の電位
変化によるデータ信号線の電位変動を小さくすることが
でき、データ信号線駆動回路の電源電圧を一層低下する
ことが可能となり、さらに低消費電力化を図ることがで
きる。
【００２１】さらにまた、本発明の画像表示装置は、相
互に交差する複数の走査信号線およびデータ信号線によ
って区画された各領域に電気光学素子ならびにそれに対
を成すアクティブ素子および画素電極を備え、前記アク
ティブ素子によって前記画素電極と対向電極との間に形
成される画素容量に取込まれた電荷によって電気光学素
子を表示駆動するようにした画像表示装置において、前
記対向電極の電位を変化させるにあたって、前記データ
信号線の電位を対向電極の電位と同電位に保持し、これ
らの対向電極とデータ信号線との間の電荷を除去する電
位保持手段を含むことを特徴とする。
【００２２】上記の構成によれば、相互に交差する複数
の走査信号線およびデータ信号線の交点にアクティブ素
子が設けられ、走査信号線の選択走査によって該アクテ
ィブ素子がデータ信号線の映像信号を画素容量に取込
み、その取込まれた電荷によって電気光学素子を表示駆
動することで、非選択期間にも表示を維持するようにし
たアクティブマトリクス方式の画像表示装置において、
対向交流駆動を行うにあたって、非選択期間にはデータ
信号線駆動回路からの出力がハイインピーダンスとなっ
てフローティング状態となっていたデータ信号線の電位
を、前記対向電極の電位を変化させる前に、電位保持手
段によって、一旦対向電極の電位と同電位に保持し、こ
れらの対向電極とデータ信号線との間の電荷を除去して
おく。
【００２３】そして、前記対向電極の電位を変化させる
ときに、前記データ信号線の電位は対向電極の電位に追
従して変化されてもよく、また前記電位保持手段がハイ
インピーダンスとなってフローティング状態とされても
よい。次のフレームとなって走査信号線の選択走査が開
始される際には、前記電位保持手段はハイインピーダン
スとなってデータ信号線はフローティング状態となって
いる。
【００２４】したがって、ライン反転駆動やフレーム反
転駆動などのために対向電極の電位を変化させても、デ
ータ信号線と対向電極との結合容量には電荷が蓄積され
ておらず、データ信号線の電位が不所望に大きな電位に
変化してしまうようなことはない。これによって、デー
タ信号線の電位が比較的低い電位で表示すべき階調に対
応した電荷を前記画素容量に注入することができ、デー
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7
タ信号線駆動回路の電源電圧を低くし、消費電力を削減
することができる。
【００２５】また、本発明の画像表示装置は、前記デー
タ信号線に映像信号を出力するデータ信号線駆動回路と
して、２値のデータ信号線駆動回路を用い、前記電位保
持手段を該データ信号線駆動回路で兼用することを特徴
とする。
【００２６】上記の構成によれば、対向電極の電位に対
応して、２値の内の適切な側の電位をデータ信号線駆動
回路で選択させてデータ信号線の電位を保持固定するこ
とで、新たな構成を設けることなく、前記の対向電極の
電位変化によるデータ信号線の電位変動の抑制を実現す
ることができる。
【００２７】さらにまた、本発明の画像表示装置では、
データ信号線駆動回路、走査信号線駆動回路およびアク
ティブ素子は多結晶シリコン薄膜トランジスタから成
り、それらが同一の基板に形成されることを特徴とす
る。
【００２８】上記の構成によれば、多結晶シリコン薄膜
は、単結晶シリコンに比べて、面積を拡大し易いので、
前記データ信号線駆動回路、走査信号線駆動回路および
アクティブ素子を多結晶シリコン薄膜トランジスタで形
成し、かつデータ信号線駆動回路および走査信号線駆動
回路をアクティブ素子と同一の基板にモノリシック形成
することで、大面積化することができる。
【００２９】したがって、前記大面積化で結合容量が増
大しても、本発明の手法によって、対向電極の電位変化
によるデータ信号線の電位変化を抑えることができ、本
発明を好適に適用することができる。
【００３０】また、本発明の画像表示装置では、前記デ
ータ信号線駆動回路、走査信号線駆動回路および各画素
回路のアクティブ素子は、６００℃以下のプロセス温度
で製造されることを特徴とする。
【００３１】上記の構成によれば、アクティブ素子のブ
ロセス温度を６００℃以下に設定すると、各アクティブ
素子の基板として、通常のガラス基板（歪み点が６００
℃以下のガラス基板）を使用しても、歪み点以上のプロ
セスに起因する反りやたわみが発生しない。この結果、
実装が更に容易で、より大面積化することができる。
【００３２】したがって、前記大面積化で結合容量が増
大しても、本発明の手法によって、対向電極の電位変化
によるデータ信号線の電位変化を抑えることができ、本
発明を好適に適用することができる。
【００３３】さらにまた、本発明の表示駆動方法は、相
互に交差する複数の走査信号線およびデータ信号線によ
って区画された各領域に電気光学素子ならびにそれに対
を成すアクティブ素子および画素電極を備え、前記アク
ティブ素子によって前記画素電極と対向電極との間に形
成される画素容量に取込まれた電荷によって電気光学素
子を表示駆動するようにした表示駆動方法において、前
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記対向電極の電位を変化させる前に、前記データ信号線
の電位を保持固定することを特徴とする。
【００３４】また、本発明の表示駆動方法では、前記保
持固定されるデータ信号線の電位は、対向電極の電位と
同電位であることを特徴とする。
【００３５】さらにまた、本発明の表示駆動方法は、相
互に交差する複数の走査信号線およびデータ信号線によ
って区画された各領域に電気光学素子ならびにそれに対
を成すアクティブ素子および画素電極を備え、前記アク
ティブ素子によって前記画素電極と対向電極との間に形
成される画素容量に取込まれた電荷によって電気光学素
子を表示駆動するようにした表示駆動方法において、前
記対向電極の電位を変化させるにあたって、前記データ
信号線の電位を対向電極の電位と同電位に保持し、これ
らの対向電極とデータ信号線との間の電荷を除去するこ
とを特徴とする。
【００３６】
【発明の実施の形態】本発明の実施の一形態について、
図１～図７に基づいて説明すれば、以下のとおりであ
る。
【００３７】図１は、本発明の実施の一形態の画像表示
装置である液晶表示装置１１の電気的構成を示すブロッ
ク図である。この液晶表示装置１１は、前記アクティブ
マトリクス方式の液晶表示装置であり、大略的に、表示
部１２と、走査信号線駆動回路ＧＤと、データ信号線駆
動回路ＳＤと、電位保持回路１０と、制御信号発生回路
ＣＴＬとを備えて構成されている。前記データ信号線駆
動回路ＳＤは、シフトレジスタ１３およびサンプリング
回路１４から構成され、走査信号線駆動回路ＧＤはシフ
トレジスタ１５から構成され、それぞれ前述の液晶表示
装置１のデータ信号線駆動回路ｓｄおよび走査信号線駆
動回路ｇｄと等しく構成されるので、ここではその説明
は省略する。
【００３８】また、表示部１２では、前述のように、相
互に交差する複数の走査信号線Ｇ１，Ｇ２，…，Ｇｍ
（総称するときには、以下参照符Ｇで示す）およびデー
タ信号線Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓｎ（総称するときには、以
下参照符Ｓで示す）によってマトリクス状に区画された
各領域に画素ＰＩＸが配置され、データ信号線Ｓがデー
タ信号線駆動回路ＳＤに接続される点は前述の液晶表示
装置１と同様であるけれども、注目すべきは、本発明で
は、データ信号線Ｓに関連して、さらに電位保持回路１
０が設けられていることである。この図１の例では、デ
ータ信号線Ｓの一端にデータ信号線駆動回路ＳＤが設け
られ、他端に電位保持回路１０が設けられているけれど
も、これらの回路が表示部１２の同じ側に設けられてい
ても同様の効果を発揮することができる。
【００３９】制御信号発生回路ＣＴＬも、前述の制御信
号発生回路ｃｔｌと同様の信号ＣＫＳ，ＣＫＳＢ，ＳＰ
Ｓ，ＤＡＴ，ＣＫＧ，ＳＰＧ等を出力するとともに、さ
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らに前記電位保持回路１０のための制御信号ＰＣＴＬ，
ＰＣＴＬＢおよび後述する保持電位ＶＣＯＭを出力す
る。各画素ＰＩＸは、前記図８で示される画素ＰＩＸと
同様に構成される。
【００４０】前記電位保持回路１０は、前記データ信号
線駆動回路ＳＤのサンプリング回路１４（図１０のサン
プリング回路４と同じ）におけるアナログスイッチａｓ
ｗ１～ａｓｗｎと同様に、正負両極の保持電位ＶＣＯＭ
を出力可能なように、Ｐ型とＮ型との一対のスイッチン
グ素子から成るアナログスイッチＡＳＷ１～ＡＳＷｎが
各データ信号線Ｓ毎に設けられて構成されている。これ
らのアナログスイッチＡＳＷ１～ＡＳＷｎに前記制御信
号ＰＣＴＬ，ＰＣＴＬＢが共通に入力されることで、前
記各データ信号線Ｓに前記保持電位ＶＣＯＭが出力され
る。
【００４１】図２は、上述のように構成される液晶表示
装置１１の駆動波形の一例を示す波形図である。この駆
動例では、水平ライン反転方式の駆動方法を採用してい
る。先ず、前記制御信号発生回路ＣＴＬから、データ信
号線駆動回路ＳＤへ、クロック信号ＣＫＳ，ＣＫＳＢお
よびデータ走査スタート信号ＳＰＳに同期して映像信号
ＤＡＴが入力される。この例では、奇数番目の走査信号
線Ｇ１，Ｇ３，…の画素には正極性の映像信号が、偶数
番目の走査信号線Ｇ２，Ｇ４，…の画素には負極性の映
像信号が書込まれている。また、対向交流駆動されてい
るので、対向電極の電位Ｖｃｏｍは前記映像信号ＤＡＴ
とは逆の極性となっている。このようにデータ信号線駆
動回路ＳＤは、従来例と同様にデータ信号線Ｓを駆動す
る。
【００４２】また、走査信号駆動回路ＧＤも、前記制御
信号発生回路ＣＴＬからのクロック信号ＣＫＧ、走査ス
タート信号ＳＰＧ等のタイミング信号に同期して、各走
査信号線Ｇを順次選択走査し、画素ＰＩＸ内にあるアク
ティブ素子ＳＷのＯＮ／ＯＦＦを制御することによっ
て、各データ信号線Ｓに書込まれた映像信号ＤＡＴを前
述のように各画素ＰＩＸに書込み、各画素ＰＩＸ内の画
素容量Ｃｐに保持させる点は、従来例と同じである。
【００４３】しかしながら、この駆動例では、前記制御
信号発生回路ＣＴＬは、１水平期間において、表示部１
２の有効表示エリアの総ての画素ＰＩＸの画素容量Ｃｐ
に映像信号ＤＡＴを書込んだ後の水平帰線期間内で、デ
ータ走査スタート信号ＳＰＳを立上げて次の水平期間を
開始して前記対向電極の電位Ｖｃｏｍを変化させる前
に、制御信号ＰＣＴＬ，ＰＣＴＬＢを変化し、電位保持
回路１０によってデータ信号線Ｓの電位を保持電位ＶＣ
ＯＭに保持固定する。
【００４４】すなわち、時刻Ｔ１で最終のデータ信号線
Ｓｎの駆動が終了し、選択走査されていた走査信号線Ｇ
ｉ（１≦ｉ≦ｍ）が非選択状態となると総ての画素ＰＩ
Ｘのアクティブ素子ＳＷがＯＦＦしてフローティング状
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態となっており、前記各データ信号線Ｓには対応した画
素ＰＩＸの映像信号ＤＡＴが書込まれたままとなってい
る。そこで、時刻Ｔ２で対向電極の電位Ｖｃｏｍが変化
する前の時刻Ｔ３において、前記制御信号ＰＣＴＬ，Ｐ
ＣＴＬＢによってアナログスイッチＡＳＷ１～ＡＳＷｎ
をＯＮし、前記各データ信号線Ｓに前記保持電位ＶＣＯ
Ｍを出力する。こうして、各データ信号線Ｓが前記保持
電位ＶＣＯＭに保持固定され、さらに前記対向電極の電
位Ｖｃｏｍが変化した後の時刻Ｔ４で、制御信号発生回
路ＣＴＬは、制御信号ＰＣＴＬ，ＰＣＴＬＢを復帰させ
てアナログスイッチＡＳＷ１～ＡＳＷｎをＯＦＦし、前
記データ信号線駆動回路ＳＤによる映像信号ＤＡＴの書
込みを許容する。
【００４５】なお、前記保持電位ＶＣＯＭの変化は、前
記対向電極の電位Ｖｃｏｍの変化と同時またはそれ以降
であってもよい。すなわち、前記対向電極の電位Ｖｃｏ
ｍが、前記制御信号ＰＣＴＬ，ＰＣＴＬＢがアクティブ
である期間内に変化すればよい。しかしながら、前記図
２で示すように、対向電極の電位Ｖｃｏｍの変化の前に
変化しておくことが望ましい。
【００４６】図３は、上述の図２の動作を詳細に説明す
るためのタイミングチャートである。前述のように、ク
ロック信号ＣＫＳ，ＣＫＳＢおよびデータ走査スタート
信号ＳＰＳに応答して、ＦＦおよびＮＡＮＤゲートａ１
～ａｎは、各データ信号線Ｓ１，Ｓ２，…に順に対応し
たサンプリング信号ＳＭＰｌ～ＳＭＰｎを生成し、該サ
ンプリング信号ＳＭＰｌ～ＳＭＰｎによって、正負両極
性に対応したアナログスイッチａｓｗ１～ａｓｗｎは、
対向交流駆動を実現する映像信号ＤＡＴを各データ信号
線Ｓ１，Ｓ２，…に順に供給してゆく。図３では、前記
対向交流駆動を実現する対向電極の電位Ｖｃｏｍを破線
で示している。
【００４７】そして、ｉ本目のデータ信号線Ｓｉに着目
してみると、先ず時刻Ｔ１１でサンプリング信号ＳＭＰ
ｉがハイレベルとなると、アナログスイッチａｓｗｉが
ＯＮし、データ信号線Ｓｉに正極性の映像信号ＤＡＴの
電位Ｖｄａｔａｐの充電が開始される。略同じタイミン
グで、走査信号線ＧｊがＯＮになると、ｊ行ｉ列目の画
素の画素容量Ｃｐに、この映像信号ＤＡＴの電位Ｖｄａ
ｔａｐの充電が開始される。走査信号線ＧｊがＯＦＦす
ると、前記画素容量Ｃｐへの充電は終了する。前記サン
プリング信号ＳＭＰｉがローレベルとなると、アナログ
スイッチａｓｗｉはＯＦＦし、データ信号線Ｓｉはフロ
ーティング状態となって前記データ信号線Ｓｉの充電は
終了する。
【００４８】時刻Ｔ１２では、前記制御信号ＰＣＴＬ，
ＰＣＴＬＢによってアナログスイッチＡＳＷ１～ＡＳＷ
ｎをＯＮし、前記各データ信号線Ｓに保持電位ＶＣＯＭ
が出力される。続いて時刻Ｔ１３では、対向電極の電位
Ｖｃｏｍが変化される。
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【００４９】そして時刻Ｔ１４では、前記制御信号ＰＣ
ＴＬ，ＰＣＴＬＢによってアナログスイッチＡＳＷ１～
ＡＳＷｎをＯＦＦし、前記各データ信号線Ｓをフローテ
ィング状態とするとともに、データ走査スタート信号Ｓ
ＰＳが入力されて次の水平走査周期が開始され、負極性
の映像信号ＤＡＴの出力が開始される。
【００５０】同様に、時刻Ｔ１５でデータ信号線Ｓｉに
負極性の映像信号ＤＡＴの電位Ｖｄａｔａｎが与えら
れ、時刻Ｔ１６ではアナログスイッチＡＳＷ１～ＡＳＷ
ｎをＯＮして各データ信号線Ｓに保持電位ＶＣＯＭが出
力され、時刻Ｔ１７で対向電極の電位Ｖｃｏｍの電位が
変化される。そして時刻Ｔ１８では、アナログスイッチ
ＡＳＷ１～ＡＳＷｎをＯＦＦし、前記各データ信号線Ｓ
をフローティング状態とするとともに、データ走査スタ
ート信号ＳＰＳが入力されて次の水平走査周期が開始さ
れ、正極性の映像信号ＤＡＴの出力が開始される。
【００５１】したがって、各データ信号線Ｓと対向電極
との間の結合容量によって、対向電極の電位Ｖｃｏｍの
変化に追従して該データ信号線Ｓの電位が変化しようと*
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*しても、該データ信号線Ｓの電位が前記保持電位ＶＣＯ
Ｍに保持固定されていることで、該データ信号線Ｓの電
位が不所望に大きな電位に変化してしまうようなことは
なく、該データ信号線Ｓの電位が比較的低い電位で、表
示すべき階調に対応した電荷を前記画素容量Ｃｐに注入
することができる。これによって、データ信号線駆動回
路ＳＤの電源電圧を低くし、消費電力を削減することが
できる。
【００５２】たとえば、従来と同様に、Ｖｄａｔａｐ＝
７Ｖ、Ｖｄａｔａｎ＝２Ｖ、Ｖｃｏｍの振幅を５Ｖと
し、データ信号線駆動回路ＳＤの電源がＧＮＤから２Ｖ
のオフセットを有している場合、対向電極の電位Ｖｃｏ
ｍが変化してもデータ信号線Ｓの電位は前記７Ｖまたは
２Ｖになるので、データ信号線駆動回路ＳＤの電源電圧
は５Ｖですみ、３Ｖのマージンを確保しても、８Ｖに抑
えることができる。この場合、従来の電源電圧の１２Ｖ
に３Ｖのマージンを加えた１５Ｖにおける消費電力をＰ
とすると、前記式１から、本発明の構成での消費電力
Ｐ’は、

    Ｐ’＝（８／１５）2 Ｐ＝（６４／２２５）Ｐ                  …（２
）となり、約７割の消費電力を削減することができる。

【００５３】図４は、上述の液晶表示装置１１による駆
動波形の他の例を示す波形図である。この駆動例でも、
前記図２と同様に、水平ライン反転方式の駆動方法を採
用しており、図２に対応する部分には同一の参照符号を
付して、その説明を省略する。注目すべきは、この駆動
例では、前記対向電極の電位Ｖｃｏｍを変化させる時刻
Ｔ２において、前記制御信号ＰＣＴＬ，ＰＣＴＬＢはア
クティブとなっておらず、すなわち前記保持回路１０に
よるデータ信号線Ｓの電位の保持固定が行われていない
ことである。その代わりに、前記対向電極の電位Ｖｃｏ
ｍを変化させる時刻Ｔ２よりも前の時刻Ｔ３において、
前記制御信号ＰＣＴＬ，ＰＣＴＬＢをアクティブとする
とともに、それによってデータ信号線Ｓに書込まれる前
記保持電位ＶＣＯＭを、その時点の対向電極の電位Ｖｃ
ｏｍと略等しくしていることである。
【００５４】したがって、前記時刻Ｔ１でデータ信号線
Ｓの電位が対向電極の電位Ｖｃｏｍと略等しくなると、
該データ信号線Ｓと対向電極との間の結合容量に蓄積さ
れる電荷が略零となり、時刻Ｔ２で対向電極の電位Ｖｃ
ｏｍが変化しても、該データ信号線Ｓの電位がそれに追
従して不所望に大きな電位に変化してしまうことはな
く、該データ信号線Ｓの電位が比較的低い電位で、表示
すべき階調に対応した電荷を前記画素容量Ｃｐに注入す
ることができる。このようにしてもまた、データ信号線
駆動回路ＳＤの電源電圧を低くし、消費電力を削減する
ことができる。
【００５５】図５は、上述の図４の動作を詳細に説明す
るためのタイミングチャートである。前述の図３に対応
する部分には、同一の参照符号を付して示す。前述の図

３の駆動例では、時刻Ｔ１２で制御信号ＰＣＴＬ，ＰＣ
ＴＬＢがアクティブとなる前に、保持電位ＶＣＯＭが次
のフレームの対向電極の電位Ｖｃｏｍに変化されている
のに対して、この駆動例では、時刻Ｔ１２で制御信号Ｐ
ＣＴＬ，ＰＣＴＬＢがアクティブとなったとき、データ
信号線Ｓに与えられる保持電位ＶＣＯＭは、変化前の対
向電極の電位Ｖｃｏｍである。その後、前記制御信号Ｐ
ＣＴＬ，ＰＣＴＬＢによって前記各データ信号線Ｓがフ
ローティング状態とされた後、時刻Ｔ１３で、対向電極
の電位Ｖｃｏｍが変化される。そして時刻Ｔ１４では、
データ走査スタート信号ＳＰＳが入力されて次の水平走
査周期が開始され、負極性の映像信号ＤＡＴの出力が開
始される。
【００５６】同様に、時刻Ｔ１６では各データ信号線Ｓ
に保持電位ＶＣＯＭとして変化前の対向電極の電位Ｖｃ
ｏｍが出力され、時刻Ｔ１７で対向電極の電位Ｖｃｏｍ
の電位が変化される。そして時刻Ｔ１８では、次の水平
走査周期が開始され、正極性の映像信号ＤＡＴの出力が
開始される。
【００５７】したがって、各データ信号線Ｓと対向電極
との間の結合容量によって、対向電極の電位Ｖｃｏｍの
変化に追従して該データ信号線Ｓの電位が変化しようと
しても、その結合容量には電荷が蓄積されていないこと
で、該データ信号線Ｓの電位が不所望に大きな電位に変
化してしまうようなことはなく、該データ信号線Ｓの電
位が比較的低い電位で表示すべき階調に対応した電荷を
前記画素容量Ｃｐに注入することができる。これによっ
て、データ信号線駆動回路ＳＤの電源電圧を低くし、消
費電力を削減することができる。
【００５８】また、上述の液晶表示装置１１では、デー
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タ信号線駆動回路ＳＤ、走査信号線駆動回路ＧＤおよび
アクティブ素子ＳＷは多結晶シリコン薄膜トランジスタ
から成り、それらが同一の基板に形成される。前記多結
晶シリコン薄膜は、単結晶シリコンに比べて、面積を拡
大し易いので、このように構成することで大面積化する
ことができる。したがって、前記大面積化で結合容量が
増大しても、本発明の手法によって、対向電極の電位Ｖ
ｃｏｍの変化によるデータ信号線Ｓの電位変化を抑える
ことができ、本発明を好適に適用することができる。
【００５９】さらにまた、本発明の液晶表示装置１１で
は、前記データ信号線駆動回路ＳＤ、走査信号線駆動回
路ＧＤおよび各画素回路は、６００℃以下のプロセス温
度で製造されるアクティブ素子を含んでいる。このよう
にアクティブ素子のブロセス温度を６００℃以下に設定
すると、各アクティブ素子の基板として、通常のガラス
基板（歪み点が６００℃以下のガラス基板）を使用して
も、歪み点以上のプロセスに起因する反りやたわみが発
生しないので、実装が更に容易で、より大面積化するこ
とができる。したがって、前記大面積化で結合容量が増
大しても、本発明の手法によって、対向電極の電位Ｖｃ
ｏｍの変化によるデータ信号線Ｓの電位変化を抑えるこ
とができ、本発明を好適に適用することができる。
【００６０】なお、上記の説明では、電位保持回路１０
からデータ信号線Ｓに供給する電位を対向電極の電位Ｖ
ｃｏｍと同電位としたけれども、データ信号線駆動回路
ＳＤの電源電圧を低減させることが可能であれば、他の
電位でもよい。しかしながら、同電位とすると、対向電
極の電位Ｖｃｏｍの変化によるデータ信号線Ｓの電位変
動を小さくすることができ、データ信号線駆動回路ＳＤ
の電源電圧を低下することができ、好適である。
【００６１】また、上記の説明では、水平ライン反転方
式に適用した例を示しているけれども、本発明は、フレ
ーム反転駆動方式にも適用することができ、その場合に
は、最後の走査信号線Ｇｍの選択走査が終了してから次
のフレーム期間が開始されるまでの垂直帰線期間に、デ
ータ信号線Ｓの電位を保持固定し、対向電極の電位Ｖｃ
ｏｍを変化した後に、データ信号線Ｓをフローティング
状態に復帰させるようにすればよい。
【００６２】本発明の実施の他の形態について、図６に
基づいて説明すれば、以下のとおりである。
【００６３】図６は、本発明の実施の他の形態の画像表
示装置である液晶表示装置２１の電気的構成を示すブロ
ック図である。この液晶表示装置２１は、前述の液晶表
示装置１１に類似し、対応する部分には同一の参照符号
を付して、その説明を省略する。注目すべきは、この液
晶表示装置２１では、電位保持手段として、２値データ
信号線駆動回路ＢＤが共用されることである。すなわ
ち、前記データ信号線駆動回路ＳＤは多階調の映像信号
ＤＡＴをデータ信号線Ｓに出力し、この２値データ信号
線駆動回路ＢＤは２階調の映像信号ＲＧＢをデータ信号
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線Ｓに出力するものであり、この液晶表示装置２１は、
携帯電話の表示装置などのように、使用時には高い表示
性能を要求されるけれども、待機時には必要最小限の表
示を比較的低い表示性能で表示するような用途に用いら
れる。
【００６４】前記２値データ信号線駆動回路ＢＤは、大
略的に、シフトレジスタ２２と、ラッチ回路２３と、セ
レクタ２４とを備えて構成される。前記シフトレジスタ
２２は、前記データ信号線駆動回路ｓｄ，ＳＤのシフト
レジスタ３，１３と同様に、多段に縦続接続されたＦＦ
から成り、制御信号発生回路ＣＴＬａからクロック信号
ＣＫＳ，ＣＫＳＢおよびデータ走査スタート信号ＳＰＳ
が入力されると、相互に隣接する前記各ＦＦ間から前記
データ走査スタート信号ＳＰＳが出力されてラッチパル
スとなり、これに応答してラッチ回路２３は、制御信号
発生回路ＣＴＬａから入力される表示用の２値の映像信
号ＲＧＢを順にラッチしてゆく。セレクタ２４は、前記
制御信号発生回路ＣＴＬａから入力される制御信号ＴＲ
Ｆに応答して、前記制御信号発生回路ＣＴＬａから入力
される液晶印加電圧ＶＢとＶＷとの何れかを、前記映像
信号ＲＧＢに応じて選択し、各データ信号線Ｓに出力す
る。これに合わせて前記走査信号線Ｇを選択走査するこ
とで、２階調での駆動が可能になる。
【００６５】上述のように構成される２値データ信号線
駆動回路ＢＤにおいて、前記制御信号ＰＣＴＬをセレク
タ２４に入力し、これに応答して、一方の液晶印加電
圧、たとえばノーマリーホワイト液晶の場合にはＶＷを
各データ信号線Ｓに出力することによって、前述の電位
保持回路１０と同様の動作を実現することができる。こ
れによって、電位保持手段として専用の回路を設けるこ
となく、低消費電力動作を実現する２値データ信号線駆
動回路ＢＤを本発明のために兼用することができる。
【００６６】なお、前記制御信号ＴＲＦのシーケンスを
変更するとともに、ラッチ回路２３にリセット信号を入
力することで、前記制御信号ＰＣＴＬを用いなくても、
同様の動作を実現することができる。すなわち、ラッチ
回路２３がリセットされると、前記一方の液晶印加電圧
（ＶＷ）を選択し、総ての走査信号線Ｇを非選択走査状
態とし、前記制御信号ＴＲＦによってセレクタ２４から
その液晶印加電圧（ＶＷ）を出力させた後、対向電極の
電位Ｖｃｏｍを変化し、前記制御信号ＴＲＦによって液
晶印加電圧（ＶＷ）の出力を停止すればよい。
【００６７】また、データ信号線Ｓの電位を保持固定す
る手段は、対向電極の電位Ｖｃｏｍを変化する際に、表
示に影響を及ぼすことなく、データ信号線Ｓをフローテ
ィング状態にしない構成であればよい。たとえば、最後
の走査信号線Ｇｍの次にダミーの走査信号線Ｇｍ＋１お
よびそれに関連したアクティブ素子ＳＷおよび画素容量
Ｃｐを設けておき、対向電極の電位Ｖｃｏｍを変化する
際には、そのダミーの走査信号線Ｇｍ＋１を選択走査し
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ているような構成でもよい。
【００６８】ところで、本発明に類似した構成として、
プリチャージ回路が挙げられる。しかしながら、前記プ
リチャージ回路は、データ信号線駆動回路ＳＤによって
映像信号ＤＡＴを印加する前に、データ信号線Ｓに蓄積
した電荷を除去し、次の映像信号ＤＡＴの印加時におけ
るデータ信号線駆動回路ＳＤの負担および消費電力を低
減するものであり、対向電極の電位Ｖｃｏｍの変化は考
慮しておらず、本発明とは異なるものである。
【００６９】なお、上記の説明では、データ信号線Ｓの
電位の変化に着目して説明したけれども、表示機能を司
る画素に関してはアクティブ素子ＳＷによって、データ
信号線ＳＤから切離されているので、従来の通りの機能
を果たし、表示に何らの異常をきたすことなく動作可能
であることは言うまでもない。
【００７０】本発明は、液晶表示装置に限らず、他のア
クティブマトリクス方式の画像表示装置にも好適に実施
することができる。
【００７１】
【発明の効果】本発明の画像表示装置は、以上のよう
に、アクティブマトリクス方式の画像表示装置におい
て、対向交流駆動を行うにあたって、非選択期間にはデ
ータ信号線駆動回路からの出力がハイインピーダンスと
なってフローティング状態となっていたデータ信号線の
電位を、前記対向電極の電位を変化させる前に、電位保
持手段によって保持固定し、走査信号線の選択走査が開
始される際には、前記電位保持手段をハイインピーダン
スとしてデータ信号線をフローティング状態に復帰す
る。
【００７２】それゆえ、ライン反転駆動やフレーム反転
駆動などのために対向電極の電位を変化させる際に、デ
ータ信号線と対向電極との容量結合によって、データ信
号線の電位が不所望に大きな電位に変化してしまうよう
なことはなく、データ信号線の電位が比較的低い電位で
表示すべき階調に対応した電荷を前記画素容量に注入す
ることができる。これによって、データ信号線駆動回路
の電源電圧を低くし、消費電力を削減することができ
る。
【００７３】また、本発明の画像表示装置は、以上のよ
うに、前記電位保持手段によって保持固定されるデータ
信号線の電位を対向電極の電位と同電位とする。
【００７４】それゆえ、対向電極の電位変化によるデー
タ信号線の電位変動を小さくすることができ、データ信
号線駆動回路の電源電圧を一層低下することが可能とな
り、さらに低消費電力化を図ることができる。
【００７５】さらにまた、本発明の画像表示装置は、以
上のように、アクティブマトリクス方式の画像表示装置
において、対向交流駆動を行うにあたって、非選択期間
にはデータ信号線駆動回路からの出力がハイインピーダ
ンスとなってフローティング状態となっていたデータ信*
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*号線の電位を、対向電極の電位を変化させる前に、電位
保持手段によって、一旦対向電極の電位と同電位に保持
して、これらの対向電極とデータ信号線との間の電荷を
除去しておき、走査信号線の選択走査が開始される際に
は、前記電位保持手段をハイインピーダンスとしてデー
タ信号線をフローティング状態に復帰する。
【００７６】それゆえ、ライン反転駆動やフレーム反転
駆動などのために対向電極の電位を変化させても、デー
タ信号線と対向電極との結合容量には電荷が蓄積されて
おらず、データ信号線の電位が不所望に大きな電位に変
化してしまうようなことはない。これによって、データ
信号線の電位が比較的低い電位で表示すべき階調に対応
した電荷を前記画素容量に注入することができ、データ
信号線駆動回路の電源電圧を低くし、消費電力を削減す
ることができる。
【００７７】また、本発明の画像表示装置は、以上のよ
うに、前記データ信号線に映像信号を出力するデータ信
号線駆動回路として、２値のデータ信号線駆動回路を用
いる。
【００７８】それゆえ、対向電極の電位に対応して、２
値の内の適切な側の電位を該データ信号線駆動回路で選
択させてデータ信号線の電位を保持固定することで、新
たな構成を設けることなく、前記の対向電極の電位変化
によるデータ信号線の電位変動の抑制を実現することが
できる。
【００７９】さらにまた、本発明の画像表示装置は、以
上のように、データ信号線駆動回路、走査信号線駆動回
路およびアクティブ素子は、多結晶シリコン薄膜トラン
ジスタから成り、それらを同一の基板にモノリシック形
成する。
【００８０】それゆえ、大面積化が容易であり、該大面
積化で結合容量が増大しても、本発明の手法によって、
対向電極の電位変化によるデータ信号線の電位変化を抑
えることができ、本発明を好適に適用することができ
る。
【００８１】また、本発明の画像表示装置は、以上のよ
うに、前記データ信号線駆動回路、走査信号線駆動回路
および各画素回路のアクティブ素子を、６００℃以下の
プロセス温度で製造する。
【００８２】それゆえ、通常のガラス基板（歪み点が６
００℃以下のガラス基板）を使用でき、実装が更に容易
で、より大面積化することができるので、前記大面積化
で結合容量が増大しても、本発明の手法によって、対向
電極の電位変化によるデータ信号線の電位変化を抑える
ことができ、本発明を好適に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態の画像表示装置である液
晶表示装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図２】前記液晶表示装置の駆動波形の一例を示す波形
図である。
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【図３】図２の動作を詳細に説明するためのタイミング
チャートである。
【図４】前記液晶表示装置の駆動波形の他の例を示す波
形図である。
【図５】図４の動作を詳細に説明するためのタイミング
チャートである。
【図６】本発明の実施の他の形態の画像表示装置である
液晶表示装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図７】アクティブマトリクス方式の典型的な従来技術
の画像表示装置である液晶表示装置の電気的構成を示す
ブロック図である。
【図８】前記液晶表示装置の各画素の等価回路図であ
る。
【図９】図７で示す液晶表示装置の駆動波形の一例を示
す波形図である。
【図１０】データ信号線駆動回路の一構成例を示すブロ
ック図である。
【図１１】図９の動作を詳細に説明するためのタイミン
グチャートである。
【符号の説明】
１０    電位保持回路（電位保持手段） *
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*１１，２１    液晶表示装置
１２    表示部
１３，１５，２２    シフトレジスタ
１４    サンプリング回路
２３    ラッチ回路
２４    セレクタ
ａ１～ａｎ    ＮＡＮＤゲート
ａｓｗ１～ａｓｗｎ    アナログスイッチ
ＡＳＷ１～ＡＳＷｎ    アナログスイッチ
ＢＤ    ２値データ信号線駆動回路（電位保持手段）

ＣＬ    液晶容量
Ｃｐ    画素容量
Ｃｓ    補助容量
ＣＴＬ，ＣＴＬａ  制御信号発生回路
Ｇ１～Ｇｍ    走査信号線
ＧＤ    走査信号線駆動回路
ＰＩＸ  画素
Ｓ１～Ｓｎ    データ信号線
ＳＤ    データ信号線駆動回路
ＳＷ    アクティブ素子

【図１】
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【図３】

【図８】
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【図４】

【図５】
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【図６】

【図７】
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【図９】

【図１０】
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